
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　伝達された１つの局部発振（ＬＯ）信号と少なくとも２つの中間周波数（ＩＦ）信号と
を用いて搬送波を生成する単側波帯発生装置

　各中間周波数について位相シフトを行なわなかった信号 と設定された移相量
で位相シフトを行なった信号 とから構成されたグループ信号を生成する少なく
とも２つの移相器と、
　前記生成された少なくとも２つのグループ信号の中から１つを選択し、前記選択された
グループ信号を前記単側波帯発生装置に伝達するマルチプレクサと、
　から構成
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に伝達される中間周波数を生成する装置であ
って、

（Ｉ信号）
（Ｑ信号）

され、
　前記移相器として、第一の移相器、第二の移相器、第三の移相器および第四の移相器を
備え、
　前記マルチプレクサは、
　前記第一の移相器のＩ信号と前記第二の移相器のＩ信号との中から１つを選択して伝達
する第一のスイッチと、
　前記第一の移相器のＱ信号と前記第二の移相器のＱ信号との中から１つを選択して伝達
する第二のスイッチと、
　前記第三の移相器のＩ信号と前記第四の移相器のＩ信号との中から１つを選択して伝達
する第三のスイッチと、



　ことを特徴とする単側波帯発生装置に伝達される中間周波数を生成する装置。
【請求項２】

【請求項３】

【請求項４】

【請求項５】
　前記単側波帯発生装置は、前記局部発振信号についてのみ位相シフトを行なわなかった
信号と設定された移相量で位相シフトを行なった信号とから構成されたグループ信号を生
成することを特徴とする に記載の 。
【請求項６】
　前記 は、 ６６０ＭＨｚ、１１８８ＭＨｚ、１
７１６ＭＨｚ、２２４４ＭＨｚの周波数を有するＩＦ信号の中のいずれかの信号が伝達さ
れることを特徴とする に記載の 。
【請求項７】
　前記１１８８ＭＨｚ、１７１６ＭＨｚ、２２４４ＭＨｚは、６６０ＭＨｚ、５２８ＭＨ
ｚを組み合わせて生成 ことを特徴とする に記載の 。
【請求項８】
　前記単側波帯発生装置は、３４３２ＭＨｚ、３９６０ＭＨｚ、４４８８ＭＨｚ、６３３
６ＭＨｚ、７３９２ＭＨｚ、７９２０ＭＨｚの周波数を有する搬送波を生成することを特
徴とする に記載の 。
【請求項９】
　 前記３４３２ＭＨｚ、３９６０ＭＨｚ、４４８８ＭＨｚの周波数を
有する搬送波を生成するために１１８８ＭＨｚ、１７１６ＭＨｚ、２２４４ＭＨｚに対応
するグループに反転し、前記反転されたグループ信号を前記単側波帯発生装置に
　ことを特徴とする に記載の 。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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　前記第三の移相器のＱ信号と前記第四の移相器のＱ信号との中から１つを選択して伝達
する第四のスイッチと、
　前記第一のスイッチから伝達された信号と前記第三のスイッチから伝達された信号との
中から１つを選択して前記単側波帯発生装置に伝達する第五のスイッチと、
　前記第二のスイッチから伝達された信号と前記第四のスイッチから伝達された信号との
中から１つを選択して前記単側波帯発生装置に伝達する第六のスイッチと、を備えている

　前記マルチプレクサから伝達されたグループ信号について反転を行うかどうかを決定し
、この決定に基づいてグループ信号または反転されたグループ信号を前記単側波帯発生装
置に伝達するインバータ
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の単側波帯発生装置に伝達される中間
周波数を生成する装置。

　前記インバータは、
　前記第五のスイッチから伝達された信号と前記第六のスイッチから伝達された信号との
中から１つを選択して前記単側波帯発生装置に伝達する第七のスイッチと、
　前記第五のスイッチから伝達された信号と前記第六のスイッチから伝達された信号との
中から１つを選択して前記単側波帯発生装置に伝達する第八のスイッチと、
　を備えていることを特徴とする請求項２に記載の単側波帯発生装置に伝達される中間周
波数を生成する装置。

　請求項３に記載の単側波帯発生装置に伝達される中間周波数を生成する装置と、伝達さ
れた１つの局部発振（ＬＯ）信号と少なくとも２つの中間周波数（ＩＦ）信号とを用いて
搬送波を生成する単側波帯発生装置と、を備えた単側波帯発生システムであって、
　前記単側波帯発生装置は、５６７６ＭＨｚの周波数を有する１つの局部発振信号が入力
される
　ことを特徴とする単側波帯発生システム。

請求項４ 単側波帯発生システム

第一の移相器ないし第四の移相器 それぞれ

請求項４または請求項５ 単側波帯発生システム

される 請求項６ 単側波帯発生システム

請求項７ 単側波帯発生システム

前記インバータは、

伝達する
請求項８ 単側波帯発生システム



【０００１】
　本発明は、広帯域周波数を使用する通信システムに 特に広帯域通信に使用される
無線信号を生成する

に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、通信システムは搬送周波数を用いて伝送すべきデータを重畳して伝送する。従
って、通信システムからデータを伝送するためには搬送周波数を生成する必要がある。前
記データ伝送のための搬送波を生成するためには局部発振器（Ｌｏｃａｌ　Ｏｓｃｉｌｌ
ａｔｏｒ：ＬＯ）を用いる。前記ＬＯから生成された信号を用いてデータを伝送したり、
あるいは前記ＬＯから生成された信号が希望する信号でない場合は一定の信号処理を先ず
行なう。即ち、特定信号を用いて前記ＬＯから生成された信号について一定の信号処理を
行なうことによって希望する信号を生成することができる。以下、ＬＯから生成された信
号を局部発振信号（ＬＯ信号）と称する。
【０００３】
　ＱＰＳＫ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）変調方式
を用いた無線システムにおいては、ＬＯ信号と互いに９０°の位相差を有する中間周波数
（Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ：ＩＦ）信号をミックスして９０°の
位相差を有する２つの信号を同時に生成し使用する。一般にミキサにおいてＬＯ信号と中
間周波数信号（ＩＦ信号）とを乗じると２つの信号が同時に出力される。つまり、ＬＯ信
号の周波数を中心として、ＩＦ信号の周波数分だけ高い周波数を有する信号とＩＦ信号の
周波数分だけ低い周波数を有する信号とが出力される。よって、出力された２つの信号の
内いずれかを選択するためにはフィルタを用いる。希望する周波数のみを抽出するために
は一般的には帯域通過フィルタを用いることにより望まない周波数成分を取り除くことが
できる。
【０００４】
　しかし、周波数が高くなるほど狭帯域フィルタを具現することが難しくなるため信号の
選別は困難となる。さらに、前記フィルタは集積回路では具現し難いので一般的にはその
使用を避けることが好ましい。このようなフィルタの使用にかかる短所を克服するために
単側波帯（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｓｉｄｅ　Ｂａｎｄ：ＳＳＢ）方式を用いることにより、要望
する一方の信号のみを選択的に発生させるようにすることができる。以下、前記ＳＳＢに
ついて詳説する。
【０００５】
　振幅変調された信号をフーリエ変換して周波数分解をすると、搬送周波数（中間周波数
）の分だけ上下にシフトされ同一の情報量を有する上側波帯（Ｕｐｐｅｒ　Ｓｉｄｅ　Ｂ
ａｎｄ：ＵＳＢ）と下側波帯（Ｌｏｗｅｒ　Ｓｉｄｅ　Ｂａｎｄ：ＬＳＢ）が生成される
。この２つの測波帯を全て伝送するのが両側波帯（Ｄｏｕｂｌｅ　　Ｓｉｄｅ　Ｂａｎｄ
：ＤＳＢ）変調といい、不要な測波帯を取り除き１つの側波帯のみを伝送するのが単側波
帯（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｓｉｄｅ　Ｂａｎｄ：ＳＳＢ）変調という。上下の側波帯とも振幅変
調された信号につき同じ周波数情報を有するため、ＳＳＢ変調のみでも振幅変調された信
号につきその通信をすることができる。さらに、受信側に対しては上下側のいずれかの側
波帯のみを伝送するので送信波のエネルギーは半分で済み、従って消耗電力も節約され得
る。
【０００６】
　図１は一般のＳＳＢ発生装置を示している。以下、図１を用いて一般的なＳＳＢ発生装
置につき詳説する。前記ＳＳＢ発生装置は２つのミキサと１つの演算部から構成されてい
る。
【０００７】
　前記各ミキサ１０２または１０６は、入力されるＩＦ信号とＬＯ信号とを非線形要素を
有するデバイスを含む回路により乗算する。前記乗算過程を経た２つの信号は演算部１０
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関し、
、単側波帯発生装置に伝達される中間周波数を生成する装置および単

側波帯発生システム



８に伝達される。前記演算部１０８においては、２つの伝達された信号は加算演算又は減
算演算が行なわれて１つの信号が出力される。以下、前記ＳＳＢ発生装置で１つの信号の
みが出力される過程を数式により説明する。
【０００８】
　前記ミキサ１０２に入力されるＩＦ信号を cos（ω I Fｔ）とし、ＬＯ信号を cos（ω L Oｔ
）と仮定する。前記ミキサ１０２では入力された２つの信号が乗算されて cos（ω I Fｔ）
・ cos（ω L Oｔ）が出力される。一方、前記ミキサ１０６へ入力されるＩＦ信号を sin（ω

I Fｔ）とし、ＬＯ信号を sin（ω L Oｔ）と仮定すると、前記ミキサ１０６では入力された
２つの信号が乗算されて sin（ω I Fｔ）・ sin（ω L Oｔ）が出力される。

【数１】
　
　
　
【数２】
　
　
　
【０００９】
　前記数式１は前記ミキサ１０２にて行なわれる動作を示し、前記数式２は前記ミキサ１
０６にて行なわれる動作を示す。
【００１０】
　前記演算部１０８は、前記ミキサ１０２、１０６から伝達された信号について加算演算
を行なう。下記数式３は前記演算部１０８にて行なわれる動作を示す。

【数３】
　
　
　
　
【００１１】
　前記数式３で示したように、前記演算部１０８は下側波ＳＳＢ信号を生成する。
　以下、前記ミキサ１０２に入力されるＩＦ信号を sin（ω I Fｔ）とし、ＬＯ信号を cos（
ω L Oｔ）と仮定する。前記ミキサ１０２では入力された２つの信号が乗算されて sin（ω I

Fｔ）・ cos（ω L Oｔ）が出力される。一方、前記ミキサ１０６へ入力されるＩＦ信号を co
s（ω I Fｔ）とし、ＬＯ信号を sin（ω L Oｔ）と仮定すると、前記ミキサ１０６では入力さ
れた２つの信号が乗算されて cos（ω I Fｔ）・ sin（ω L Oｔ）が出力される。

【数４】
　
　
　
【数５】
　
　
　
【００１２】
　前記数式４は前記ミキサ１０２で行なわれる動作を示し、前記数式５は前記ミキサ１０
６で行なわれる動作を示す。
【００１３】
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　前記演算部１０８は、前記ミキサ１０２、１０６から伝達された信号について加算演算
を行なう。下記数式６は前記演算部１０８で行なわれる動作を示す。

【数６】
　
　
　
　
　
【００１４】
　前記数式６で示したように、前記演算部１０８は上側波ＳＳＢ信号を生成する。
【００１５】
　広帯域を用いる通信システムにおいては、大容量データ伝送を行うために複数の搬送波
を使用する。図２は複数の搬送波を用いてデータを伝送する通信システムにおけるＳＳＢ
発生装置を示している。
【００１６】
　同図から分かるように、１つのＬＯ信号と複数のＩＦ信号とを組み合わせて希望する個
数の搬送波信号を生成することができる。同図ではｎ個のＩＦ信号を示している。以下、
図２を用いて複数のＩＦ信号と１つのＬＯ信号とを組み合わせて図１に示すＳＳＢ信号が
生成される。
【００１７】
　局部発信器で生成されたＬＯ信号は、図２に示すようにＳＳＢ発生装置２０２に伝達さ
れる。スイッチ２００はｎ個のＩＦ信号が伝達される。前記スイッチ２００は伝達された
ｎ個のＩＦ信号の中から使用しようとする１つの信号を選択する。前記スイッチ２００は
、選択された信号を前記ＳＳＢ発生装置２０２に伝達する。前記ＳＳＢ発生装置２０２は
、前記図１で説明した場合同様の動作を行なうことで１つの信号を出力できる。
【００１８】
　図２において説明したように、前記ＳＳＢ発生装置２０２に伝達される信号は一定のも
のでなく、ｎ個の信号の中から選択された信号が伝達される。前記ＳＳＢ発生装置２０２
は、伝達された信号を所定の移相量で位相シフトをする。図１によると、前記ＳＳＢ発生
装置２０２は伝達された信号を９０°だけ位相シフトしている。伝達される信号が複数で
ある場合、伝達される各信号について位相シフトを行なうことは困難である。
【００１９】
　一般に、前記ＳＳＢ発生装置は、ある１つの周波数の信号についてのみ正確な位相シフ
トを行なうことができる。しかし、他の信号が伝達された場合には、正確な位相シフトが
行なわれない。即ち、ｆ 1についてのみ正確な位相シフトを行なうように所定の移相量を
設定した場合、入力されたｆ nについては正確な位相シフトが行なえない。正確な位相シ
フトを行なわなければＳＳＢ発生装置から出力される信号は弁別能力が低下する恐れがあ
る。よって、前述のような問題点を解決するための方策が必要である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　本発明は前述した問題点を解決するためになされた発明であって、その 、ＳＳＢ
発生装置に伝達される全ての信号について正確な位相シフトが行なわれる

を提供すること
ある。

【００２１】
　本発明の他の目的は、ＳＳＢ発生装置に伝達される全ての信号についてその前段におい
て正確な位相シフトを行なうことによってデータ伝送効率が高められた

提供すること
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目的は
、単側波帯発生

装置に伝達される中間周波数を生成する装置および単側波帯発生システム
で

、単側波帯発生装
置に伝達される中間周波数を生成する装置およひ単側波帯発生システムを で



。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　本発明の目的 ために、

ことを特徴とする。
【００２３】
　本発明の目的を達成するために、
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ある

を達成する 単側波帯発生装置に伝達される中間周波数を生成する
装置は、伝達された１つの局部発振（ＬＯ）信号と少なくとも２つの中間周波数（ＩＦ）
信号とを用いて搬送波を生成する単側波帯発生装置に伝達される中間周波数を生成する装
置であって、各中間周波数について位相シフトを行なわなかった信号（Ｉ信号）と設定さ
れた移相量で位相シフトを行なった信号（Ｑ信号）とから構成されたグループ信号を生成
する少なくとも２つの移相器と、前記生成された少なくとも２つのグループ信号の中から
１つを選択し、前記選択されたグループ信号を前記単側波帯発生装置に伝達するマルチプ
レクサと、から構成され、前記移相器として、第一の移相器、第二の移相器、第三の移相
器および第四の移相器を備え、前記マルチプレクサは、前記第一の移相器のＩ信号と前記
第二の移相器のＩ信号との中から１つを選択して伝達する第一のスイッチと、前記第一の
移相器のＱ信号と前記第二の移相器のＱ信号との中から１つを選択して伝達する第二のス
イッチと、前記第三の移相器のＩ信号と前記第四の移相器のＩ信号との中から１つを選択
して伝達する第三のスイッチと、前記第三の移相器のＱ信号と前記第四の移相器のＱ信号
との中から１つを選択して伝達する第四のスイッチと、前記第一のスイッチから伝達され
た信号と前記第三のスイッチから伝達された信号との中から１つを選択して前記単側波帯
発生装置に伝達する第五のスイッチと、前記第二のスイッチから伝達された信号と前記第
四のスイッチから伝達された信号との中から１つを選択して前記単側波帯発生装置に伝達
する第六のスイッチと、を備えている

単側波帯発生システムは、伝達された１つの局部発振
（ＬＯ）信号と少なくとも２つの中間周波数（ＩＦ）信号とを用いて搬送波を生成する単
側波帯発生装置に伝達される中間周波数を生成する装置であって、各中間周波数について
位相シフトを行なわなかった信号（Ｉ信号）と設定された移相量で位相シフトを行なった
信号（Ｑ信号）とから構成されたグループ信号を生成する少なくとも２つの移相器と、前
記生成された少なくとも２つのグループ信号の中から１つを選択し、前記選択されたグル
ープ信号を前記単側波帯発生装置に伝達するマルチプレクサと、から構成され、前記移相
器として、第一の移相器、第二の移相器、第三の移相器および第四の移相器を備え、前記
マルチプレクサは、前記第一の移相器のＩ信号と前記第二の移相器のＩ信号との中から１
つを選択して伝達する第一のスイッチと、前記第一の移相器のＱ信号と前記第二の移相器
のＱ信号との中から１つを選択して伝達する第二のスイッチと、前記第三の移相器のＩ信
号と前記第四の移相器のＩ信号との中から１つを選択して伝達する第三のスイッチと、前
記第三の移相器のＱ信号と前記第四の移相器のＱ信号との中から１つを選択して伝達する
第四のスイッチと、前記第一のスイッチから伝達された信号と前記第三のスイッチから伝
達された信号との中から１つを選択して前記単側波帯発生装置に伝達する第五のスイッチ
と、前記第二のスイッチから伝達された信号と前記第四のスイッチから伝達された信号と
の中から１つを選択して前記単側波帯発生装置に伝達する第六のスイッチと、を備え、前
記マルチプレクサから伝達されたグループ信号について反転を行うかどうかを決定し、こ
の決定に基づいてグループ信号または反転されたグループ信号を前記単側波帯発生装置に
伝達するインバータをさらに備え、前記インバータは、前記第五のスイッチから伝達され
た信号と前記第六のスイッチから伝達された信号との中から１つを選択して前記単側波帯
発生装置に伝達する第七のスイッチと、前記第五のスイッチから伝達された信号と前記第
六のスイッチから伝達された信号との中から１つを選択して前記単側波帯発生装置に伝達
する第八のスイッチと、を備えていることを特徴とする単側波帯発生装置に伝達される中
間周波数を生成する装置と、伝達された１つの局部発振（ＬＯ）信号と少なくとも２つの
中間周波数（ＩＦ）信号とを用いて搬送波を生成する単側波帯発生装置と、を備えた単側
波帯発生システムであって、前記単側波帯発生装置は、５６７６ＭＨｚの周波数を有する
１つの局部発振信号が入力されることを特徴とする。



【発明の効果】
【００２４】
　本発明によると、位相シフトを行なった信号をＳＳＢ発生装置に伝達する方法を提供し
ている。このようにすることで、狭帯域装置の組合せのみで広帯域で使用可能なＳＳＢ発
生装置が実現できる。さらに、広帯域の位相シフト装置を使わずにも位相シフトを効率よ
く行なうことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、添付の図面を参照して本発明について好適な実施例を詳述する。
【実施例】
【００２６】
　図３には、本発明に係る複数の搬送波を生成する周波数生成装置である。
【００２７】
　同図は複数の移相器３００ないし３０４、マルチプレクサ３１０、ＳＳＢ発生装置３１
２から構成される。前記移相器３００ないし３０４は、伝達された信号について位相シフ
トを行なわなかった信号と位相シフトを行なった信号とを同時に出力する。以下、前記移
相器３００ないし３０４から伝達される信号をグループ信号と称する。前記移相器３００
ないし３０４は、生成されたグループ信号をマルチプレクサ３１０に伝達する。前記マル
チプレクサ３１０は伝達された信号の中から希望する信号をＳＳＢ発生装置３１２に伝達
する。前記マルチプレクサ３１０が伝達する信号は１つの信号について位相シフトを行な
った信号と位相シフトを行なっていない信号である。同図においてＳＳＢ発生装置３１２
に伝達すべき信号を選択する装置はマルチプレクサ３１０以外にもスイッチ回路を用いる
ことができる。前記ＳＳＢ発生装置３１２は、マルチプレクサ３１０に伝達された信号と
ＬＯ信号の２つの信号を用いて１つの信号を生成して出力する。前記ＳＳＢ発生装置３１
２は、前記ＬＯ信号についてのみ位相シフトを行い、前記マルチプレクサ３１０から伝達
された信号については位相シフトを行なわない。これによって、前記ＳＳＢ発生装置３１
２の効率を高めることができる。
【００２８】
　一例として、前記ＳＳＢ発生装置３１２において生成しようとする信号（搬送波）を３
４３２ＭＨｚ、３４６０ＭＨｚ、４４８８ＭＨｚ、６３３６ＭＨｚ、６８６４ＭＨｚ、７
３９２ＭＨｚ、７９２０ＭＨｚと仮定する。前記信号を生成するためには１つのＬＯ信号
と複数のＩＦ信号を生成する。本発明においては、ＬＯ信号を５６７６ＭＨｚに提案し、
ＩＦ信号を５２８ＭＨｚと６６０ＭＨｚとの組み合わせを提案している。下記掲載の表１
は前記ＬＯ信号とＩＦ信号とを組み合わせてＳＳＢ発生装置３１２にて生成できる信号を
示した。
【００２９】
【表１】
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【００３０】
　図４は、本発明に係る複数の搬送波を生成する周波数生成装置を示した図である。同図
によると、移相器４００ないし４０６に伝達される信号は６６０ＭＨｚ、１１８８ＭＨｚ
、１７１６ＭＨｚ、２２４４ＭＨｚである。前記信号は前記の表１に示している信号（６
６０ＭＨｚ、５２８ＭＨｚ）を組合せすることで生成できる。即ち、前記１１８８ＭＨｚ
は６６０ＭＨｚと５２８ＭＨｚとを合算することで生成され得ると共に、前記２２４４Ｍ
Ｈｚは６６０ＭＨｚと３×５２８ＭＨｚを合算することで生成され得る。ここで、周波数
の合算とは、具体的にはそれぞれの周波数を有する複数の信号を乗算することにより得ら
れる信号の周波数である。また、マイナス符号はインバータを介して得られる信号を意味
するもので、負の周波数を有する信号を意味するものでない。
【００３１】
　各移相器４００ないし４０６は、伝達された信号について位相シフトを行なわなかった
信号と位相シフトを行なった信号とを生成する。前記各移相器４００ないし４０６は、生
成した信号をマルチプレクサ４１０に伝達する。前記マルチプレクサ４１０は伝達された
信号の中で希望する信号を選択し、選択された信号をインバータ４１２に伝達する。前記
マルチプレクサ４１０で選択する信号は、１つの信号について位相シフトを行なった信号
と位相シフトを行なわなかった信号である。
【００３２】
　前記インバータ４１２は、伝達された信号について反転を行なうかどうかを決定する。
反転を行なうと決定すれば入力信号を反転した後ＳＳＢ発生装置４１４に伝達し、反転を
行なわないと決定すれば入力信号をＳＳＢ発生装置４１４に伝達する。前記マルチプレク
サ４１０とインバータ４１２を介することで前記ＳＳＢ発生装置４１４に入力できる信号
の個数は８となる。もちろん、１つの信号には位相シフトが行なわれた信号と位相シフト
が行なわれなかった信号とが含まれている。
【００３３】
　前記ＳＳＢ発生装置４１４に伝達できる信号は、―６６０ＭＨｚ、―１１８８ＭＨｚ、
―１７１６ＭＨｚ、―２２４４ＭＨｚ、６６０ＭＨｚ、１１８８ＭＨｚ、１７１６ＭＨｚ
、２２４４ＭＨｚである。前記ＳＳＢ発生装置４１４では、５６７６ＭＨｚと前記インバ
ータ４１２から伝達された信号を用いて１つのＳＳＢ信号を生成し出力する。前述の通り
に、前記５６７６ＭＨｚ信号についてのみ位相シフトを行い、前記インバータ４１２から
伝達された信号については位相シフトを行なわない。
【００３４】
　図５は前記図４のマルチプレクサとインバータの組合せの構成を具体的に示している。
以下、前記図５を用いて前記マルチプレクサとインバータの組合せの構成について詳説す
る。
【００３５】
　以下、位相シフトが行なわれなかった信号をＩ信号とし、位相シフトが行なわれた信号
をＱ信号とする。前記移相器４００から出力された６６０ＭＨｚのＩ信号はスイッチ５０
０に伝達され、６６０ＭＨｚのＱ信号はスイッチ５０２に伝達される。前記移相器４０２
から出力された１１８８ＭＨｚのＩ信号はスイッチ５００に伝達され、１１８８ＭＨｚの
Ｑ信号はスイッチ５０２に伝達される。前記移相器４０４から出力された１７１６ＭＨｚ
のＩ信号はスイッチ５０４に伝達され、１７１６ＭＨｚのＱ信号はスイッチ５０６に伝達
される。前記移相器４０６から出力された２２４４ＭＨｚのＩ信号はスイッチ５０４に伝
達され、２２４４ＭＨｚのＱ信号はスイッチ５０６に伝達される。
【００３６】
　前記スイッチ５００ないし５０６は、ＳＳＢ発生装置４１４に伝達しようとする信号を
選択し、前記選択された信号をスイッチ５１０、５１２に伝達する。即ち、前記スイッチ
５００が伝達された２つの信号と前記スイッチ５０４が伝達された２つの信号との中から
いずれか１つを選択し、前記選択された信号はスイッチ５１０に伝達される。前記スイッ
チ５０２が伝達された２つの信号と前記スイッチ５０６が伝達された２つの信号の中から
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いずれか１つを選択し、前記選択された信号はスイッチ５１２に伝達される。特定時間に
前記スイッチ５１０には、ＳＳＢ発生装置４１４に伝達すべき１つの信号のみを伝達する
ことができるものの、伝達しようとする信号を含んだ２つの信号が伝達されている。前記
スイッチ５１２は、前記スイッチ５１０に伝達される信号の周波数と同一な周波数の信号
を伝達することができる。
【００３７】
　前記スイッチ５１０は、伝達された信号の中でＳＳＢ発生装置４１４に伝達しようとす
る信号を出力する。前記スイッチ５１２もやはり伝達された信号の中でＳＳＢ発生装置４
１４に伝達しようとする信号を出力する。前記スイッチ５１０から出力された信号は、ス
イッチ５２０ないしスイッチ５２２に伝達される。前記スイッチ５１２から出力された信
号もスイッチ５２０ないしスイッチ５２２に伝達される。
【００３８】
　前記スイッチ５２０ないしスイッチ５２２は、伝達された信号について反転を行なうか
について決定する。反転を行なわない場合、前記スイッチ５２０は伝達された信号の中か
らＩ信号を出力し、前記スイッチ５２２は伝達された信号の中からＱ信号を出力する。反
転を行なう場合、前記スイッチ５２０は伝達された信号の中からＱ信号を出力し、前記ス
イッチ５２２は伝達された信号の中からＩ信号を出力する。
【００３９】
　前記スイッチ５２０、５２２から出力された信号は、ＳＳＢ発生装置４１４に伝達され
る。前記スイッチ５２０から出力された信号はＳＳＢ発生装置４１４において５６７６Ｍ
ＨｚのＩ信号と乗算され、前記スイッチ５２２から出力された信号はＳＳＢ発生装置４１
４において５６７６ＭＨｚのＱ信号と乗算される。
【００４０】
　図６は本発明に係るマルチプレクサ４１０とインバータ４１２で行なわれる動作につい
てその流れが示されている。以下、同図を用いて本発明に係る前記マルチプレクサとイン
バータで行なわれる動作について詳説する。
【００４１】
　Ｓ６００にて、前記マルチプレクサ４１０は信号が伝達されたかどうかを判断する。前
記判断の結果、信号が伝達されたらＳ６０２にステップが進む。前記判断の結果信号が伝
達されなかった場合Ｓ６００にステップが戻る。前記Ｓ６０２にて、前記マルチプレクサ
は伝達された信号が２以上であるか否かを判断する。前記判断の結果伝達された信号が２
以上であればＳ６０４にステップが進み、前記判断の結果伝達された信号が１つであれば
Ｓ６０６にステップが進む。前記Ｓ６０４にて、前記マルチプレクサ４１０は伝達された
２以上の信号の中から１つの信号を選択してからＳ６０６へ移動する。
【００４２】
　前記Ｓ６０６にて、インバータ４１２は選択された信号について反転を行なうか否かを
判断する。選択された信号について反転を行なうと決定されればＳ６０８にステップは進
み、反転を行なわなければＳ６１０にステップは進む。前記Ｓ６０８にて、前記インバー
タ４１２は反転を行なってからＳ６１０にステップは進む。前記Ｓ６１０にて、前記イン
バータ４１２は反転を行なった信号と反転を行なわなかった信号とをＳＳＢ発生装置４１
４に伝達する。前述のように、１つの信号から位相シフトを行なった信号と位相シフトを
行なわなかった信号とを発生させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】一般の単側波帯（ＳＳＢ）方式を示した図である。
【図２】複数の搬送波を用いる移動通信システムにおいて単側波帯（ＳＳＢ）波を生成す
る過程を示した図である。
【図３】本発明に係る複数の搬送波を用いる移動通信システムを示した図である。
【図４】本発明に係る複数の搬送波を用いる移動通信システムを示した図である。
【図５】本発明に係るマルチプレクサとインバータを示した図である。
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【図６】本発明に係るマルチプレクサとインバータで行なわれる動作を示した図である。
【符号の説明】
【００４４】
　３００、３０２、３０４、４００、４０２、４０４、４０６　　移相器
　３１０、４１０　　マルチプレクサ
　３１２、４１４　　ＳＳＢ発生装置
　４１２　　インバータ
　５００、５０２、５０４、５０６、５１０、５１２、５２２　　スイッチ

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(10) JP 3962398 B2 2007.8.22



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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